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　甜菜製糖工場から発生するライムケーキは、ホタテ貝殻とともに北海道オホーツク地

域における代表的な産業廃棄物である。北海道全体で年間約30万トン排出されているが、

再利用されているのはごく一部分で大部分は埋め立て処分されている。再利用用途につ

いて多くの研究（例えばセメント原料、再生生石灰原料、アスファルト添加剤、牛舎舗

装材など）がなされており、実際いくつかの方法（例えば土壌改良剤など）が実践されて

いるが、その発生量は膨大でしかも特定地域で毎年継続して発生するため、地域の廃棄

物処理に深な影響を与えている。そのため発生地域以外で使用される新しい再利用用途

の開発が緊急の課題となっている。

　ライムケーキの主成分は石灰石と同じ炭酸カルシウム（CaCO3）であり、もし固めるこ

とができれば石膏ボード様の建材など種々の用途が拓けると期待される。すでにセメン

トを使用した固化の研究も精力的に進められているが、不純物（たとえば糖）の影響で

強固な固化体は得られていない。また一方でライムケーキそのものの物性についても明

らかでないことが多い。我々は予備的な実験から炭酸カルシウムとしては非常に大きい

比表面積（約30m2／g）をもち、　nmオーダーのメソ孔をもつ多小体であることを見出して

いる。

　本研究では内装建材として実用に堪えうる程度の強度をもつライムケーキ固化体の

作製法の検討、およびその前述の表面特性を活用した機能性材料の開発を目的として行

った。具体的にはライムケーキ固化体の自律型調湿機能およびシックハウス原因VOC除

去機能の評価を行った。

　近年「無口ネ化」が浸透して高気密な建築物が増えるに伴い、室内化学物質（VOC）に

よる健康障害すなわち「シックハウス症候群」がクローズアップされ、国レベルでの本

格的な取り組みも大きく進んでいる。その結果、人にやさしい住まいをつくることの重

要性が広く一般に認識されるようになり「安全・健康住宅建材」のニーズが急速に高ま

ってきている。「資源のリサイクル」と「安全・健康住宅建材」この二つのキーワード

は時代のニーズに合致しており、研究成果の波及効果はきわめて大きいと考えられる。
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